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研究成果の概要（和文）：本研究では、質問紙により測定される自閉症傾向 (Autism-Spectrum Quotient, AQ) 
の個人差と、実験により測定される行動成績との相関を男女別に検討することで、自閉症スペクトラム (ASD) 
を構成する行動特性の連続性の男女差を明らかにすることを目的とした。視線認知、低次幾何学形態認知、顔の
短期的な遅延再認、顔再認記憶の行動成績との関連を検討した結果、視線認知かつ男性のみにおいて自閉傾向を
示すAQとの相関が認められた。この結果は、視線認知が必ずしも両性の自閉症中間表現型となっていないことを
示すのみならず、自閉傾向と行動を考える上で性差を考慮することの重要性を示したと言える

研究成果の概要（英文）：Despite the emphasis of autism spectrum disorders as a continuum of atypical
 social behaviors and the sexual heterogeneity of phenotypic manifestations, whether gaze and face 
processing constitutes an autistic endophenotype in both sexes remains unclear. Using the 
Autism-Spectrum Quotient and behavioral (face and gaze) tasks, here we examined whether 
sex-differential relationships between autistic traits and behavior might exist in a normal 
population. We found that a significant correlation between gaze perception and autistic traits was 
observed in male, but not female participants. In addition, correlations were not found for 
low-level geometry and face recognition/memory tasks in both male and female, indicating the 
relationship is confined to gaze.  Our findings suggest that direct-gaze perception may not 
constitute an autistic endophenotype in both sexes, and highlight the importance of sex differences 
when considering relationships between autistic traits and behaviors.

研究分野：認知神経科学
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１．研究開始当初の背景 
自閉症スペクトラム  (autism spectrum 

disorders, ASD) や注意欠陥多動性障害 
(attention-deficit hyperactivity disorder, 
ADHD) などの発達障害は、その約 8割が男
性において生じるとされる  (Lai et al., 
2013)。いずれも非典型的な行動上の問題を
抱え、一般社会への適応に困難を持つ。しか
し、これら発達障害の症状は個人間での不均
質性が高く、原因となる遺伝子はおろか、行
動特性の具体的な特定（本態か併発症状か）
にも不十分な点が多い。 
近年、発達障害は健常者にも緩やかな形で
存在しており、健常者から自閉症者に至る連
続体を構成していると考えられるようにな
っている (Baron-Cohen, 1995)。例えば、自
閉症 (ASD) においては、この連続性に着目
し、健常成人から自閉症者に至るまでの自閉
傾向を測定する Autism-Spectrum Quotient 
(AQ) が開発されており、自閉症者の高い判
別力がある事で知られている (Baron-Cohen 
et al., 2001)。このような感度の高い質問紙を
用いることで、健常成人の発達障害傾向を測
定できる。 
発達障害は、男性の有病率の高い障害であ
り、女性の遺伝的・非遺伝（環境）的な保護
要因が、この男女差を生み出していると考え
られている(Werling & Geschwind, 2013)。
しかし、これまでの研究のほとんどは、男女
を区別せずに分析したり、アクセスのしやす
さから男性のみを対象としたりするなど、性
の違いに無自覚的であった。従って、発達障
害における非典型的な行動特性の男女差に
ついては、殆ど知られていない。 

 
２．研究の目的 
行動特性の同定のためには、比較的大きな
患者群プールにおける検討が必須であるが、
患者を多人数集める実験調査を行う事は容
易ではない。また、女性患者が少ないため、
そこで得られたデータの一般性には限界が
ある。そこで申請者は、患者群ではなく、健
常成人における発達障害傾向測定によるア
プローチを提案する。健常成人における、質
問紙によって測定される個々人の発達障害
傾向と、実験的に測定される行動との相関を
検討する事で、発達障害の行動特性の男女差
を同定するのが、本研究の目的である。 
そこで本研究では、多人数のデータ取得が
容易である健常成人に対し、彼らの発達障害
傾向を質問紙で測定し、それと行動との相関
を検討することで、発達障害と関連する行動
特性を男女別に同定する。特に、ASDと関連
する顔・視線認知との関連について男女間で
の同一性と差異を検討する。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、質問紙により測定される発達
障害傾向の個人差と、実験により測定される
行動成績との相関を男女別に検討した。具体

的には、健常成人の自閉傾向を測定する尺度
で あ る 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 係 数 
(Autism-Spectrum Quotient, AQ; 
Baron-Cohen et al., 2001) を用い、この AQ
と 1)視線方向弁別、2)低次幾何学弁別、3)
顔の短期的な遅延再認、4)顔再認記憶の行動
成績との関連を検討した。 
 
４．研究成果 
まず、視線方向への鋭敏さと自閉傾向との
関連が男女で異なるかを、視線方向弁別課題
を用いて検討した。この課題では、実際の人
物に細かく左右の視線角度を調整してもら
っている時の顔画像を我々で撮影した（0 度
～左 or 右 30 度）。参加者の課題は、そのよ
うに撮影したヒトの顔画像を観察し、その視
線方向が真っ直ぐ自分の方向を向いている
と感じた時にだけ「はい」、それ以外では「い
いえ」と答えるというものである。視線角度
に応じて変動する「はい」と答えた割合につ
いてlogistic関数で曲線フィッティングし、
その曲線においてちょうど応答が 50%になる
視線角度をもって視線方向への鋭敏性とし
て定量化し、それと AQ との関連の男女差を
検討した。その結果、男性においては視線方
向への鋭敏性と AQ とが有意な相関を示した
が、女性においては有意な相関が見られなか
った。なお、男性においては低次な幾何学弁
別成績とAQとの間に相関傾向が示されたが、
これを統制しても視線方向への鋭敏性と AQ
との相関は有意であった。このことは、自閉
症と関連するとされてきた視線認知の非典
型性は健常成人にも見られるものであるが、
健常成人との連続性を有しているのは男性
のみであることが示唆される。この成果は
Molecular Autism誌ならびに基礎心理学研究
誌に掲載されている他、招待講演などにも繋
がった。 

 

図 1 視線認知と自閉傾向の関連の男女差 

 

続いて、他の認知機能においても自閉傾向
と行動特性との関連の性差が見られるかを
検討した。特に、記憶との関連を検討し短期
的な顔の遅延再認課題と、それよりも長期的
な顔の再認記憶課題を用いた。遅延再認課題
では、顔を合計 3つ呈示し、約 1秒の遅延の
後、テストの顔刺激を 1つ呈示して先に呈示
した3つの顔の中に存在したか否かを回答さ
せた。また後者の再認記憶課題では顔を数十
個呈示して記憶を求め、その後 10 秒ほど後
にテストとなる顔刺激を逐次呈示して、先に
呈示した数十個の顔の中に存在したか否か



を回答させた。これらの結果、遅延再認課題
と再認記憶課題のいずれも、男性ならびに女
性の両方でAQとの間に相関を認めなかった。 
視線認知の結果と顔再認の結果を併せて考
えると、自閉傾向との関連が見られる行動特
性は顔認知一般ではなく、男性かつ視線に特
有であることが考えられる。女性の自閉傾向
と視線認知との関連が見られなかったこと
については、近年提唱されている女性保護因
子という仮説とも合致している。この仮説は、
ASD における女性の少なさは、女性のみにお
いてASDらしい行動特性を抑制する保護因子
が作用しているためであるというものであ
り、女性は男性よりも ASD の因子をより強く
（多く）保持していなければ ASD として判別
されないという。実際、ASD の女性と男性の
親族を調査すると、ASD 女性の親族の方が自
閉傾向が強くASD者である割合が高いという
(Robinson et al.,2013)。この観点から本研
究の結果を考えると、自閉傾向はおそらく男
女ともに（成人にも存在する形で）連続的で
あり、自閉傾向と関連する行動は、男性にお
いては保護因子の不在により自閉傾向と行
動との相関という形で顕れるが、女性におい
ては保護因子の存在によって相関が隠され
てしまうのかもしれない。まとめると、我々
の知見は、視線認知が必ずしも両性の自閉症
中間表現型となっていないことを示すのみ
ならず、自閉傾向と行動を考える上で性差を
考慮することの重要性を示したと言える。 
なお、本研究において顔記憶と自閉傾向と
の関連は見られなかったが、このデータの解
析により見つかった知見が今後の別の研究
の展開に繋がったことを最後に附記してお
く。 
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